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令和３年 第６回 真庭市農業委員会総会 議事録 

 

１．開催日時 令和３年６月１０日（木） 

午前１０時００分から午前１１時００分 

２．開催場所 本庁舎 ２階 大会議室 

３．出席委員（４２人） 

会  長 １９番 矢谷光生 

  職務代理  １８番 石原誉男 

  農業委員  １番 樋口昌子   ２番 池田 実   ３番 田中秀樹   ４番 小田明美 

５番 福島康夫    ６番 澤本基兄   ７番 山懸将伸   ８番 岡田耕平 

９番 武村一夫  １０番 中山克己  １１番 池本 彰  １２番 新田 孝 

１３番 長鉾忠明  １４番 妹尾宗夫  １６番 綱島孝晴 

１７番 松本正幸 

  推進委員 ２０番 椙原啓二  ２１番 平 義男  ２２番 小林和夫  ２４番 市本裕司 

        ２５番 下山史朗  ２６番 松下 功  ２７番 福島史利  ２９番 渡邉次男 

        ３０番 市  登  ３１番 綱本郁三  ３２番 長尾 修  ３３番 三村訓弘 

        ３４番 高谷明弘  ３５番 岡 俊彦  ３６番 池田琢璽  ３７番 池田和道 

        ３８番 各務和裕  ３９番 東郷朝夫  ４０番 山中正義  ４１番 池田久美子 

        ４２番 井上 達  ４４番 佐子ゆかり ４５番 筒井一行  ４６番 石田 勉 

４．欠席委員（４人） 

  農業委員 １５番 中島寛司 

推進委員  ２３番 沼本通明 ２８番 太安隆文 ４３番 入澤靖昭 

５．議事日程 

  日程第１ 議事録署名委員の指名について 

  日程第２ 議案第33号 農地法第３条の規定による許可申請書の審議について 

  日程第３ 議案第34号 農地法第４条の規定による許可申請書の審議について 

日程第４ 議案第35号 農地法第５条の規定による許可申請書の審議について 

日程第５ 議案第36号 農地法第５条の規定による許可に係る農地転用事業計画変更の審議 

について 

日程第６ 議案第37号 基盤強化法第１９条の規定による農用地利用集積計画の決定に 

ついて 

日程第７ 報告第11号 農地転用の制限の例外に係る届出について 

日程第８ 報告第12号 農地改良の係る届出について 

日程第９ 報告第13号 農地法第１８条第６項の規定による農地の貸借の合意解約について 

その他 

６．農業委員会事務局職員 

  事務局長 金﨑正一 事務局次長 渡辺義和 主幹 杉井正巳 主事 梶原千裕 



－2－ 

加藤真弓 

７．会議の概要 

（午前１０時００分 開会） 

 

事務局長  失礼します。皆さん、改めましておはようございます。 

それでは、ただいまから令和３年６月総会を開会いたします。 

それでは、会長よりご挨拶をお願いいたします。 

会 長   おはようございます。 

今年はかなり梅雨入りが早かったんですけど、梅雨の中休みといいますか、いい天 

気が続いております。仕事のほうもはかどるんじゃないかというふうに思います。 

これからが梅雨本番となりますので、くれぐれも気をつけてこれから作業に当たっ 

ていただきたいというふうに思います。 

５月ぐらいから報道機関等で政府と自民党の農地の政策といいますか、そういう記 

事がかなり出ていたというふうに思います。令和５年までですか、農地を８割程度 

は担い手に委託といいますか、渡すような計画を立てていたということなんであり 

ますがなかなか難しいと、いろいろそういうできる地域もあるかもしれませんけ 

ど、なかなか中山間等は非常に難しいんではないかと思っております。 

そういうこともあるんでしょう。政府等も農地政策を見直していろいろと新しい計 

画を立てるということであります。今は中間管理機構と我々とで一応２本立てぐら 

いでやっておりますけど、今後は中間管理機構１本に、そこに集中して持っていく 

ような体制になるんではなかろうかというようなことも言われております。今後ど 

うなるか分かりませんけど、非常に大変な時期になるかというふうに思います。 

また、行政のほうも非常に大変な時期ではありますけど、我々も農地を移動する、 

農地を渡すときでありまして、いろいろ考えたんです。今のところ皆さんとで頑張 

っておるわけでございますけど、農地制度が大変な時期だろうというふうに思いま 

す。中間管理機構一本やりというような体制になっておりますけど、京都とか兵庫 

とかではもう一本化してやっているというようなところもあるかというふうに思い 

ます。また、南部のほうでは、農地を動かすことは非常に背信を持たれているとい 

いますか、非常に奪い合いになっているようなところもございます。そういう中 

で、今後どういうふうにこの中山間地を運営していくかということが大事だろうと 

いうふうに思います。 

そういうことで、いろいろと大変だろうというふうに思いますけど、皆さんのご協 

力、また今後の活動をよろしくお願いしたいというふうに思います。 

それでは、６月総会を開会いたします。よろしくお願いいたします。 

事務局長  ありがとうございました。 

本日の欠席委員は、１５番委員よりその旨通告がありました。 

したがいまして、ただいまの出席委員は１９名中１８名で、定足数に達しておりま
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すので、６月総会は成立していることをご報告いたします。 

それでは、真庭市農業委員会会議規則第５条により、議長は会長が務めることとな

っておりますので、以降の議事の進行は会長にお願いいたします。 

議 長   それでは、これより議事に入ります。 

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりでございます。 

日程１、議事録署名委員の指名を行います。 

本総会の議事録署名委員は、会議規則第３５条の規定により、議長において指名さ

せていただくことにご異議ございませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   それでは、議事録署名委員は、５番委員、６番委員を指名いたします。 

日程２、議案第３３号、農地法第３条の規定による許可申請書の審議についてを議

題といたします。 

番号１について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主事 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主事 議案第３３号、農地法第３条の規定による許可申請書の審議について。 

１ページをお開きください。 

本日審議していただく案件は８件でございます。農地法第３条第２項の各号におき

ましては、申請書によって審議しました結果、全件とも該当しないため、許可要件

の全てを満たしていると考えます。 

番号１でございますが、北房の譲渡人が、農業廃止により、同じく北房の譲受人

に、申請農地、田１筆１，５９２㎡を、売買によります所有権の移転の申請でござ

います。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、２１番推進委員さんから説明をお願い

いたします。 

２１番推進委員 議長。 

議 長   はい、２１番推進委員。 

２１番推進委員 ２１番推進委員です。 

番号１につきまして、去る６月４日に譲渡人立会の下、現地調査を行いました。権

利移動をする理由の詳細についてですけれども、譲渡人は長年にわたり申請地で大

豆を栽培してこられましたけれども、高齢な上に病弱で、自ら耕作することが困難

となっていました。昨年の暮れ、奥さんも体が不自由となり、労力不足となり、農

業の継続が難しくなったという状態でございました。所有者の後継者も、将来帰る

予定もなく、こちらにも住んでいなくて、このたび売買の話がまとまって、譲受人

が申請地を取得するものとなったものです。続いて、譲受人の耕作状況等について

ですけども、譲受人は兼業農家ですけども、今回本人が退職を機に農業に十分対応

できるようになったということであります。譲受人に話を聞いたところ、現在所有
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している農地については、基幹作業は営農組合で作業しております。また、申請農

地の取得後も、必要な農作業に従事すると思われます。譲受人の個人的な機械は所

有しておりますけれども、営農組合でも作業をしておりますので、農業の作業には

十分対応できるということであります。 

以上のとおりで、耕作状況及び従事日数等については問題ないと思われますので、

よろしくお願いいたします。その他指摘事項については何もございませんので、ご

審議のほどよろしくお願いします。 

以上です。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号２について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号２でございますが、落合の譲渡人が、相手方の要望により、同じく落合の譲受

人に、申請農地、田１筆６９６㎡を、売買によります所有権の移転の申請でござい

ます。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、２４番推進委員さんから説明をお願い

いたします。 

２４番推進委員 議長。 

議 長   はい、２４番推進委員。 

２４番推進委員 ２４番推進委員です。 

６月１日ですけど、両方立会いの下に、現地調査を行いました。移転の詳細のほう

ですけど、まず譲渡人のほうですけど、会社を営んでおりまして、親から譲られた

約３反ぐらいの土地を今所有してますが、機械も古くなり、今後会社のほうの事業

を優先したいということもありまして、隣に住む譲受人のほうは、逆に定年され

て、これからどんどんやりたいというんで土地を探しておりまして、ちょうど話が

まとまりました。譲受人の耕作状況のほうなんですけど、年齢が今６９歳で、会社

を定年して、ご夫婦で一生懸命農業のほうに従事しております。それで３，０００

坪、約１町ぐらいな所有で、トラクター３３馬力、田植機が４条で、もみすり機ま

で所有して、全て農業のほうを１年間頑張っておられます。申請地取得後も必要な

農作業に従事すると認められます。あと、特に指摘するようなことはございません

ので、よろしくご審議のほうお願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号３について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号３でございますが、市外の譲渡人が、農業廃止により、落合の譲受人に、申請

農地、田１筆８７９㎡、畑１筆６１㎡を、売買によります所有権の移転の申請でご

ざいます。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、３０番推進委員さんから説明をお願い

いたします。 

３０番推進委員 議長。 
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議 長   はい、３０番推進委員。 

３０番推進委員 ３０番推進委員です。 

番号３の案件について説明をさせてもらいます。 

５月２８日に譲受人の立会いの下で現場の確認並びに状況を聞かせていただきまし

た。譲渡人は、生活基盤を倉敷のほうに築き、そのことによって大字大庭の家、土

地を手放したいとの意向で買手を探しておりました。そんな中、土地については、

知人を通じ譲受人との売買の話がまとまり、譲受人が申請地を取得するものであり

ます。譲受人の耕作状況なんですけども、譲受人は兼業農家で、将来は妻と２人で

農業を行う計画です。所有する農機具は、２４馬力のトラクター、３条刈りのコン

バイン、田植機、管理機等を所有し、申請地の取得後も必要な農作業に従事すると

認められます。その他特に指摘事項はありません。ご審議方よろしくお願いいたし

ます。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号４について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号４でございますが、久世の譲渡人が、相手方の要望により、落合の譲受人に、

申請農地、田１筆２３３㎡を、売買によります所有権の移転の申請でございます。

ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、１０番委員さんから説明をお願いいた

します。 

１０番委員 議長。 

議 長   はい、１０番委員。 

１０番委員 １０番です。 

今回の案件は、５条の３番、４番と関連がございまして、譲渡人が同一人物でござ

います。譲受人は、譲渡人の実家を購入し、食堂どころを計画する祖父になりま

す。譲渡人は、両親が亡くなった後、長年にわたり実家や農地を管理してきました

が、ほかの人に譲りたいと思って探したときに、古民家で食事どころを考えていた

譲受人の孫娘と話がまとまったので、孫娘のために近所で食材を作るために譲渡人

と話をし、今回農地を取得するものでございます。 

譲受人は、トラクター、管理機など、農作業に必要な農機具は所有しており、今回

は孫娘のための食事どころの食材を生産するという目的がはっきりしておりますの

で、今後耕作をされるものと思います。問題はないと思いますので、ご審議方よろ

しくお願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号５について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号５でございますが、勝山の譲渡人が、相手方の要望により、同じく勝山の譲受

人に、申請農地、田１筆２，０６２㎡を、売買によります所有権の移転の申請でご

ざいます。ご審議方よろしくお願いします。 
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議 長   それでは、現地調査を行った結果について、３６番推進委員さんから説明をお願い

します。 

３６番推進委員 ３６番です。 

議 長   はい、３６番推進委員。 

３６番推進委員 ５番の件につきまして、５月３０日に１６番委員と現地調査をいたしました。その

結果を報告いたします。 

譲渡人、そして譲受人、二方とも現地のほうに集合していただきまして現地確認を

行いました。どちらも清谷中地区に住んでおります。今回の申請地につきまして

は、譲受人の自宅の前、ちょうど目の前３０ｍのところにあり、以前から自分が所

有したいというように思っておりました。そして、譲渡人のほうに今回相談いたし

たところ、譲渡人も８４歳なんですが、現在１人で農業をしております。そういう

中で、現在地区で一生懸命若い者が頑張っておるんで、その要望に応えたらという

ことで今回譲り渡すことを決定いたしました。譲受人は、現在４人で生活しており

ますが、本人は農林業で生活しております。農業は、現在約２ヘクタールを耕作し

ております。農機具も、トラクター、コンバイン、田植機、そして乾燥機を２台所

有しており、今後も増反をしながら耕作をしていきたいという考え方を持っており

ますので、問題はないと思われます。その他指摘事項もありません。ご審議方よろ

しくお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号６について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号６でございますが、八束の譲渡人が、相手方の要望により、同じく八束の譲受

人に、申請農地、畑１筆１１６㎡を、売買によります所有権の移転の申請でござい

ます。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、１３番委員さんから説明をお願いいた

します。 

１３番委員 議長。 

議 長   はい、１３番委員。 

１３番委員 １３番です。 

番号６につきまして、去る６月３日に双方立会いの下、現地確認を行いました。事

由の詳細でございますが、同じ自治会のご近所同士でございまして、当初はこの農

地に隣接する倉庫を長年譲受人が借りていたようです。その倉庫を譲ってほしいと

いうことで話を持っていったところ、この畑とセットで権利移転の話がまとまった

ようです。譲受人の耕作状況ですが、譲受人は、トラクター等の機械一式を所有し

ており、水稲、キャベツを主作物としてこの春より専業農家として歩み始めまし

た。また、両親は長年直売所に四季折々の野菜を出荷しており、この農地も直売所

用の野菜を栽培すると話されておりました。その他指摘事項はありませんので、ご

審議方よろしくお願いします。 
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議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号７について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号７でございますが、川上の譲渡人が、同じく川上の譲受人に、申請農地、田１

筆５１９㎡を、贈与によります所有権の移転の申請でございます。ご審議方よろし

くお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、４４番推進委員さんから説明をお願い

いたします。 

４４番推進委員 はい。 

議 長   はい、４４番推進委員。 

４４番推進委員 ４４番推進委員です。 

番号７番について説明します。 

去る５月２８日に申請者と現地確認しました。譲渡人とは電話で確認をしました。

権利移転の事由ですが、初めに申請地は農業用振興地域に入っている農地となり、

堆肥舎が建てられていますが、農業用施設なので、農地のままの扱いになっている

ところです。譲受人と譲渡人は同じ地区で、譲渡人は畜産農家をやめ、現在会社勤

めをしていて、以前から申請地を譲受人に貸していましたが、このほど贈与として

話がまとまって申請するものです。譲受人の耕作状況ですが、現在トマト農家で、

６４アール耕作しており、トラクター、管理機などを所有しております。所有権移

転後も申請地では堆肥を作ることに使うということでした。その他指摘事項はあり

ません。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号８について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号８でございますが、川上の譲渡人が、同じく川上の譲受人に、申請農地、畑１

筆６４㎡を、交換によります所有権の移転の申請でございます。ご審議方よろしく

お願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、４４番推進委員さんから説明をお願い

いたします。 

４４番推進委員 はい。 

議 長   はい、４４番推進委員。 

４４番推進委員 ４４番です。 

８番についてです。 

去る５月２８日に譲受人、譲渡人と一緒に現地確認をしました。権利移転の事由で

すが、譲受人と譲渡人は隣人で、国土調査のときに土地が入れ替わってることが今

回分かって、名義を元に戻すための申請となります。譲受人の耕作状況ですが、夫

婦２人で専業農家で農機具等も所有されておりまして、現在申請地ではブルーベリ

ーが植えてあって、今後も管理されると思われます。その他指摘事項もありませ

ん。ご審議方よろしくお願いいたします。 
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議 長   ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局、地元委員さんからの説明を終わらせていただきます。 

これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第３３号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第３３号、農地法第３条の規定による許可申請書の審議については、

原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程３、議案第３４号、農地法第４条の規定による許可申請書の審議

についてを議題といたします。 

番号１について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局次長 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局次長 議案第３４号、農地法第４条の規定による許可申請の審議について、本日審議して

いただく案件は１件でございます。 

３ページをお開きください。 

番号１でございます。 

本件は、５条の１番と関連がございます。 

申請人（落合）は、隣接する農地を住宅建て売り分譲地として造成することに伴

い、既存の市道の幅員では建築基準法上の道路として認められないことから、市道

の幅員の確保のため、申請地、田２筆１６５㎡を、道路用地として転用申請するも

のです。農地区分は１種農地と判断されますが、１種農地の例外許可基準、住宅そ

の他申請に係る周辺の地域において居住する者の日常生活上または業務上必要な施

設で、集落に接続して設置されるものに該当すると思われます。転用に伴う費用

は、住宅建て売り分譲地の造成と同時に業者が行うため０円。なお、本件は、市道

拡幅工事を行った後、道路用地を市へ寄附する内容の確約書が提出されておりま

す。添付書類は、土地利用計画図、平面図、立面図、断面図、被害防除計画が添付

されております。申請地周辺に影響を受ける農地はございません。ご審議方よろし

くお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、２５番推進委員さんから説明をお願い

いたします。 
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２５番推進委員 議長。 

議 長   はい、２５番推進委員。 

２５番推進委員 ２５番推進委員です。 

番号１について、去る５月３１日に申請人立会いの下、現地確認を行いました。転

用しようとする事由の詳細ですが、申請人は一人暮らしで、農機具もなく、農地を

管理する人もいないため、農地の処分を考えていたところ、農地がこの後５条で出

てくる譲受人の住宅売買用地を造成する話がまとまり、建築基準法で道路が狭いた

め、分筆して道路の拡幅をするものです。拡幅後は、市道として市に譲渡するもの

です。申請地の位置ですが、国道３１３号線、小野田レミコンより西へ９００ｍ入

ったところに位置します。周辺の状況ですが、東が田、西が市道、南が市道と水

路、北が宅地。周辺農地の影響ですが、東へ田がありますが、転作でイタリアンを

まいて作りょうるんか作りょうらんのか分からんような田んぼなんですけど、その

ため影響はございません。また、その農地とか水利組合との同意は得てます。 

以上のとおり、本案件の転用はやむを得ないもので問題ないと思われます。その他

指摘事項はございません。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせていただきます。 

これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第３４号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第３４号、農地法第４条の規定による許可申請書の審議については、

原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程４、議案第３５号、農地法第５条の規定による許可申請書の審議

についてを議題といたします。 

番号１について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主幹 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主幹 議案第３５号、農地法第５条の規定による許可申請書の審議について、本日審議し

ていただく案件は４件となっております。 

４ページをお開きください。 
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番号１でございます。 

申請人、譲受人（落合）は、宅地建物取引業を営んでおり、小学校付近の住宅需要

が多く、宅地化も進んでいることから、田２筆合計２，２３１㎡を譲渡人（落合）

から譲り受け、建て売り分譲地に整備するため、転用申請するものです。申請地は

１種農地と判断されますが、１種農地の例外許可基準、住宅その他申請に係る周辺

の地域において居住する者の日常生活上必要な施設で、集落に接続して設置される

ものに該当すると思われます。転用に伴う費用は、土地購入８００万円、土地造成

１，０００万円、建物施設１億２，０００万円。資金の内訳として、自己資金８０

０万円、借入金１億３，０００万円。建蔽率は２７％。８区画で８棟の建て売り計

画となっており、８区画を個別に算出した場合も２２％以上となっていますので、

問題ないと判断しております。添付書類として、土地利用計画図、平面図、立面

図、断面図、被害防除計画書が添付されています。この案件につきましては、特定

建築条件付売買予定地となっており、一定要件を満たす場合には、建築条件付で土

地を売買するケースであっても転用は認められることとなっております。申請地周

辺に影響を受ける農地はございません。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、２５番推進委員さんから説明をお願い

します。 

２５番推進委員 議長。 

議 長   はい、２５番推進委員。 

２５番推進委員 ２５番推進委員です。 

番号１につきまして、去る５月３１日に譲受人立会いの下、現地確認を行いまし

た。転用しようとする事由の詳細ですが、先ほどの４条と一緒で、農地を管理でき

ないため、譲受人と話がまとまり、譲受人が住宅地として造成して分譲するもの

で、申請を行うものです。申請地の位置も同じで、国道３１３号線、小野田レミコ

ンより西へ９００ｍのところに位置します。周辺の状況ですが、東が田、西が市

道、南が市道と水路、北が宅地となっております。周辺農地への影響ですが、東に

田がありますが、先ほど言ったように、イタリアンで転作をしており、またその田

の持ち主のイタリアンがまけなくなったら、ついでにうちも宅地にという話が出と

るそうです。あと、ほかの水利組合の話もできています。 

以上のとおり、この案件の転用はやむを得ないものと思うので、問題ないと思われ

ます。その他指摘事項はございません。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号２について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主幹 番号２でございます。 

申請人、使用借人（市外）は、現在市外で借家に居住していますが、今後のことを

考え、生活しやすい義理の父の自宅に隣接する申請地、田１筆１５３㎡を、使用貸

人（落合）から借り受け、住宅を建築するため、転用申請するものです。農地区分
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は、２種農地と判断されます。転用に伴う費用は、土地購入は親子間での使用貸借

契約のため０円、土地造成３００万円、建物施設２，１００万円。資金の内訳とし

て、自己資金１，６４０万円、借入金７６０万円。建蔽率は４１％。添付書類とし

て、土地利用計画図、平面図、立面図、被害防除計画書、使用貸借契約書が添付さ

れています。申請地周辺に影響を受ける農地はございません。ご審議方よろしくお

願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、２９番推進委員さんから説明をお願い

いたします。 

２９番推進委員 議長。 

議 長   はい、２９番推進委員。 

２９番推進委員 ２９番です。 

議案番号２番につきましては、６月１日、使用貸人立会いの下、現地確認を行いま

した。使用借人は、小学校の教師をやっておられまして、現在鏡野町内の賃貸マン

ションに居住しておられます。自宅の建築を検討していたところ、貸人の休耕田を

利用する話がまとまりました。使用貸人の三女が使用借人へ嫁がれているところか

ら、双方順調に話が進み、休耕田１５３㎡と宅地の一部を使用借人の自宅建築用地

として申請するものです。申請地の位置ですが、県道垂水追分線、県道の４１１号

線ですが、ＪＲ美作追分駅から西へ約５００ｍ行ったところの三差路を左折、これ

が県道３７０号、江与味上河内線という道になっております。それを１００ｍ進み

ますと、中国自動車道の高架下を抜けたところの集落でございます。そのほぼ真ん

中の土地でございます。周囲の状況ですが、東が山林、西が県道の３７０号線と下

に小川が流れております。南はこれも山林、それから北側は貸人の住宅地となって

おります。周辺の影響ですけど、周辺には他人の田畑は一切ありません。関係者の

土地は田がありますが、了解の下でございますので、ほかには何ら問題はないと思

います。 

以上のとおり、本案件について転用はやむを得ないと思われますので、ご審議方よ

ろしくお願いいたします。 

以上です。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号３、番号４については関連する内容でございますので、事務局よ

り一括して説明をお願いいたします。 

事務局主幹 ５ページをお開きください。 

番号３と番号４は関連しておりますので、一括でご説明させていただきます。 

申請人、譲受人（市外）は、ドッグランができる飲食店を開業するため、番号３の

申請地、田１筆２７４㎡を、譲渡人（久世）から譲り受け、露天駐車場に、番号４

の申請地、畑２筆合計４１９㎡を、譲渡人（久世）から譲り受け、ドッグランに整

備するため、転用申請するものです。農地区分は、どちらも２種農地と判断されま
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す。転用に伴う費用は、番号３と番号４の案件の合計となります。土地購入１６万

５，０００円、土地造成１５万円。資金の内訳として、自己資金３１万５，０００

円。添付書類として、土地利用計画図、平面図、断面図、被害防除計画書が添付さ

れています。申請地周辺に影響を受ける農地はございません。ご審議方よろしくお

願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、１０番委員さんから説明をお願いいた

します。 

１０番委員 議長。 

議 長   はい、１０番委員。 

１０番委員 １０番です。 

譲渡人とは５月２６日にお会いして話を聞きました。５月２９日に譲受人と現地で

お会いして話を聞きました。譲渡人と譲受人の実家が近所で、父親が昔からの知人

でということでございます。譲渡人は、両親が亡くなった後、長年にわたり実家や

農地を管理してきましたが、ほかの方に譲りたいと思っていたところ、古民家で食

事どころを考えていた譲受人と話がまとまり、実家を購入されて、その実家の周り

に空き地がないということで、お客様用の露天駐車場に３番の案件を購入するとい

うことで話がまとまったものでございます。申請地の位置ですが、県道久世中和線

の鍋谷停留所から集落に入ってすぐのところにあり、計画している食事どころから

も川を渡ってすぐのところにあります。東は隣の家の畑、西は市道、南も市道、北

は住宅です。周辺農地の影響ですが、東側に畑がありますが、露天駐車場というこ

とで影響はないものと思われますし、また周辺の方に了解を得ておりますので、問

題はないと思います。 

次に、ドッグランでございますけども、理由は、今述べたとおりでございます。東

は山林、西は住宅、南は隣の人の家族の畑、北は山林でございます。周辺農地の影

響でございますけど、南側に畑がありますが、ドッグランということで、影響はな

いと思います。それから、周辺の方にも了解は得ておりますので、問題はないと思

いますので、ご審議方よろしくお願いしたいと思います。 

以上です。 

議 長   ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせていただきます。 

これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第３５号を採決いたします。 
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お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第３５号、農地法第５条の規定による許可申請書の審議については、

原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程５、議案第３６号、農地法第５条の規定による許可に係る農地転

用事業計画変更の審議についてを議題といたします。 

番号１について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主幹 議案第３６号、農地法第５条の規定による許可に係る農地転用事業計画変更の審議

について、本日審議していただく案件は１件でございます。 

６ページをお開きください。 

番号１でございます。 

本案件は、賃借人（市外法人）が令和３年４月９日付真農委指令第５０４号で農地

法第５条第１項の規定による許可を受けた案件でございます。変更理由であります

が、当初計画では、耕作放棄地の活用法の一つとしてミドリムシの培養実証実験を

行う計画としておりましたが、本計画に追加して、苔の培養実証も行う計画へ変更

申請するものです。変更後の計画について、土地利用計画図、平面図、被害防除計

画書が添付されております。一時転用期間については変更がなく、令和６年２月２

９日までとなっております。本案件は、農地法関係事務処理要領に定められた事業

計画変更に関する承認条件を満たしており、変更はやむを得ないものと思われま

す。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、７番委員さんから説明をお願いいたし

ます。 

７番委員  議長。 

議 長   はい、７番委員。 

７番委員  ７番です。 

番号１につきまして、去る５月３１日に申請人立会いの下、現地調査を行いました

ので、本案件につきましてご報告させていただきます。 

本案件につきましては、先ほど事務局から申し上げましたように、事業変更という

ことでございまして、当初ユーグレナ、ミドリムシの培養だけを行う予定で計画を

しておりましたけれども、今回新たに苔の培養も行うということで事業変更をする

ものでございます。内容につきましては、培養プールの土製の分を、もう一基同じ

ものを今設置しておるプールの横に設置をするというものでございまして、培養タ

ンク等につきましては前回と同様のものでございます。申請地の位置と、また周辺

の状況につきましては、前回と変わっていません。周辺農地の影響につきまして
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は、同じ培養液で同様に行うということでございまして、方法なり管理内容につき

ましては前回と同様で、周辺農地への影響はないものと思われます。その他指摘事

項につきましても特にございませんので、審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせていただきます。 

これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第３６号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第３６号、農地法第５条の規定による許可に係る農地転用事業計画変

更の審議については、原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程６、議案第３７号、基盤強化法第１９条の規定による農用地利用

集積計画の決定についてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主事 議案第３７号について、７ページをお開きください。 

議案第３７号、農用地利用集積計画の決定について。 

このことについて、別紙のとおり農用地利用集積計画を定めるため、農業経営基盤

強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、その決定について審議に付します。 

案といたしまして、令和３年６月１０日付で公告の予定でございます。本日上程さ

れました農用地利用集積計画のうち、利用権設定につきまして全５７筆ございま

す。 

なお、遊休農地が解消されたものとして、７ページ、番号２１０５－１番の１筆に

つきましては、令和２年度利用状況調査で低利用と判定した農地の貸し借りとなっ

ています。貸し借りに至った経緯ですが、所有者家族が近隣農家や営農組合などに

声をかけて、耕作してくれる人を探したところ、そのうちの１人と話がまとまった

ということです。あと２件解消された案件がありましたが、いずれも契約の更新、

または息子への経営移譲という内容でした。 

以上、全件とも農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると

考えます。お目通しの上、ご審議方よろしくお願いします。 
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議 長   それでは、お目通しをお願いいたします。 

それでは、これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

１番委員  すいません。 

議 長   はい、どうぞ。 

１番委員  津山の借手の方がいらっしゃるんですけども、津山から刈りに来て持って帰るとい

うことですか。 

議 長   それは何番ですか。 

１番委員  ８０７４－１と、それから次の８０７５－１。 

議 長   はい、事務局、いかがですか。 

事務局主事 はい。 

議 長   はい。 

１番委員  牧草になってるから。 

事務局主事 ９ページの８０７４－１と８０７５－１ですが、新規ではなく更新なので、昔から

津山の方がこちらに耕作に来られているものと思われます。 

１番委員  場所がないからここまで来とるんですか。 

事務局主事 すいません、その詳細……。 

１８番委員 ちょっといいですか。 

議 長   はい、ちょっと、はい。 

事務局主事 いいですよ。 

１８番委員 この本人は、蒜山に住んで耕作しております。 

１番委員  ああ、そうですか。 

１８番委員 はい。 

１番委員  住所は。 

１８番委員 住所は津山になってますけど、実際に蒜山に住んで耕作しておりますんで、問題な

いと思います。 

１番委員  じゃあ、こっちで牛飼いをしてるということですか。 

１８番委員 そうです。 

１番委員  すいません。 

議 長   ほかにはございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

それでは、質疑をこれをもって打ち切ります。 

これより議案第３７号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 



－16－ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第３７号、基盤強化法第１９条の規定による農用地利用集積計画の決

定については、原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程７、報告第１１号、農地転用の制限の例外に係る届出について、

日程８、報告第１２号、農地改良に係る届出について、日程９、報告第１３号、農

地法第１８条第６項の規定による農地の貸借の合意解約について、これらにつきま

してを議題といたします。 

事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主事 １２ページをお開きください。 

報告第１１号、農地転用の制限の例外に係る届出については、次の１件がございま

した。添付書類もそろっておりますので、受理いたしました。 

１ページお進みください。 

報告第１２号、農地改良に係る届出については、次の１件がございました。添付書

類もそろっていることから、受理いたしました。 

１ページお進みください。 

報告第１３号、農地法第１８条第６項の規定による農地の貸借の合意解約につい

て、次の１件がございました。添付書類もそろっていることから、受理いたしまし

た。 

以上で報告案件の説明を終了いたします。よろしくお願いします。 

議 長   報告第１１号、報告第１２号、報告第１３号について質問、意見等がございました

らお願いいたします。 

ありませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これらの案件は報告案件でございますので、ご了解いただきたいというふうに思い

ます。 

以上をもちまして本総会に付議された案件は全て終了いたしました。 

皆様方のほうから何かございませんか。 

          ＜「なし」の声＞ 

議 長   それでは、終わりたいと思います。次回７月総会は７月９日金曜日の午前１０時か

らですので、よろしくお願いいたします。 

ご苦労さまでした。 

（午前１１時００分 閉会） 

 

 


